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佐賀県における医療機関検出情報（平成 29 年度） 

細菌課 塘由香 柳井祐介 緒方美奈子 吉原琢哉 野田日登美 川内保典 原口健三 

 

１ はじめに 

   医療機関検出情報及び菌株収集実施要領に基づき県内 10 ヵ所の中核医療機関等から提出された「病

原体検出状況報告書」により検出情報を集計している。この事業は医療機関の病原体検出数を把握し、集

計した結果を還元することにより、感染症発生の予防及びまん延の防止を目的としている。 

平成 29 年度の検出情報について集計したので報告する。 

 

２ 対象医療機関   

   佐賀大学医学部附属病院検査部 

独立行政法人国立病院機構 佐賀病院研究検査科 

独立行政法人国立病院機構 東佐賀病院研究検査科 

独立行政法人国立病院機構 嬉野医療センター臨床検査科 

地方独立行政法人佐賀県医療センター 好生館検査部 

独立行政法人地域医療機能推進機構 佐賀中部病院検査室 

唐津赤十字病院検査技術課 

伊万里有田共立病院検査室 

唐津東松浦医師会医療センター臨床検査部 

公益財団法人 佐賀県健康づくり財団   

 

３ 集計結果 

（1）報告数 

平成 29 年度の検出数は 16,883 件（検体数 78,296 件）である。分離材料別では、表 1 のとおりである。 
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（2）糞便 

糞便から検出された病原微生物は、カンピロバクターが 548 件（56.7%）と最も多く、特に夏季に多く検出さ

れていた。次に黄色ブドウ球菌 124 件（12.8%）、ロタウイルス 120 件（12.4%）が多かった。（図 1、図 2、表 2） 
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（3）穿刺液 

穿刺液からは、Anaerobeｓ 126 件(25.1%)、黄色ブドウ球菌 

115 件(23.0%)、Escherichia coli 100 件(20.0%)、 

Staphylococcus ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 65 件(13.0%)が 

多く検出された (図 3、表 3) 。 

 

 

 

 

 

 

（4）髄液 

髄液からは、黄色ブドウ球菌 2 件、Streptococcus B 2 件、肺炎球菌 1 件が検出された (表 4) 。 

 
 

（5）咽頭／鼻咽喉 

咽頭／鼻咽喉 からは、インフルエンザウイルス 

3,180 件（53.5%）が最も多く、次いで 

Haemophilus influenzae 479 件(19.9%)、 

RS ウイルス 342 件(7.6%)、肺炎球菌 

305 件(6.8%)が多く検出された（図 4、表 5）。 
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（6）生殖器 

生殖器からは、Streptococcus B 322 件（62.1%)、 

Candida albicans 258 件(37.3%)が多く検出された 

（図 5、表 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

（7）血液 

血液からは、Escherichia coli 548 件(36.7%)、Staphylococcus 

コアグラーゼ陰性 400 件(26.8%)、黄色ブドウ球菌 

301 件(20.1%)が多く検出された (図 6、表 7) 。 
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（8）喀痰 

喀痰からは、黄色ブドウ球菌 3,691 件(41.7%)、 

Pseudomonas aeruginosa 1,872 件(21.7%)、 

Klebsiella pneumoniae 1,140 件(12.9%)が多く 
検出された (図 7、表 8) 。 
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（9）薬剤耐性菌 

薬剤耐性黄色ブドウ球菌の総計は、2,765 件検出された。特に喀痰から検出された黄色ブドウ球菌が多か

った。薬剤耐性肺炎球菌の総数は、316 件検出された。喀痰や咽頭・鼻咽頭から多く検出された 

（図 8、図 9）。   

 

 


